
(57)【要約】

【課題】　原料供給口の原料堆積側エッジ部に原料が堆

積し成長するのを防止する。

【解決手段】　ケーシング１０内に第一回転翼１１と第

二回転翼１２とを所定距離互いに離隔して設け、ケーシ

ング内の第一回転翼の後方に旋回領域、第一回転翼と第

二回転翼との間に粉砕領域を形成し、ケーシングに粉砕

領域から前方に向けて径が漸減するテーパー壁２２を設

け、第二回転翼にテーパー壁に対向する傾斜面２９を設

けてテーパー壁と傾斜面との間に分級隙間を形成し、原

料投入部１８から投入される原料Ｍを第一回転翼及び第

二回転翼の回転で発生させる旋回気流により微粉砕する

気流式微粉砕機において、原料投入部１８をケーシング

１０の旋回領域の後部に開口する原料供給口２１の原料

堆積側エッジ部３１に向けて原料Ｍを投入するよう構成

する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー シ ン グ 内 に 第 一 回 転 翼 と 第 二 回 転 翼 と を 所 定 距 離 互 い に 離 隔 し て 設 け 、 ケ ー シ ン グ
内 の 第 一 回 転 翼 の 後 方 に 旋 回 領 域 、 第 一 回 転 翼 と 第 二 回 転 翼 と の 間 に 粉 砕 領 域 を 形 成 し 、
ケ ー シ ン グ に 粉 砕 領 域 か ら 前 方 に 向 け て 径 が 漸 減 す る テ ー パ ー 壁 を 設 け 、 第 二 回 転 翼 に テ
ー パ ー 壁 に 対 向 す る 傾 斜 面 を 設 け て テ ー パ ー 壁 と 傾 斜 面 と の 間 に 分 級 隙 間 を 形 成 し 、 原 料
投 入 部 か ら 投 入 さ れ る 原 料 を 第 一 回 転 翼 及 び 第 二 回 転 翼 の 回 転 で 発 生 さ せ る 旋 回 気 流 に よ
り 微 粉 砕 す る 気 流 式 微 粉 砕 機 に お い て 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ の 旋 回 領 域 の 後 に 開 口 す る 原 料 供 給 口 の 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 に 向 け て
原 料 を 投 入 す る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 気 流 式 微 粉 砕 機 の 原 料 投 入 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 原 料 供 給 口 の 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 を 曲 面 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 気 流 式 微 粉 砕 機 の 原 料 投
入 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 農 産 物 や 鉱 物 等 の 各 種 原 料 を 粉 砕 す る た め に 用 い ら れ る 気 流 式 微 粉 砕 機 の 原
料 投 入 部 の 形 状 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 農 産 物 や 鉱 物 等 の 各 種 原 料 を 粉 砕 す る た め に 気 流 式 微 粉 砕 機 が 用 い ら れ て い る 。
こ の 気 流 式 微 粉 砕 機 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ケ ー シ ン グ １ ０ が 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ と 、
セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ と 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ と で 構 成 さ れ て お り 、 こ の ケ ー シ ン グ １
０ の 内 部 に は 、 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ を 貫 通 す る シ ャ フ ト １ ６ の 前 端 （ 図 ３ 上 、 左 端 ） に
、 第 一 回 転 翼 １ １ と 第 二 回 転 翼 １ ２ と が 所 定 距 離 互 い に 離 隔 し た 状 態 で 取 付 け ら れ て い る
。 シ ャ フ ト １ ６ は フ レ ー ム １ ７ に よ り ベ ア リ ン グ （ 図 示 略 ） を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ
て い る 。 シ ャ フ ト １ ６ の 後 端 に は モ ー タ （ 図 示 略 ） が 設 け ら れ 、 シ ャ フ ト １ ６ に 回 転 を 与
え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ は 円 筒 形 で 、 第 一 回 転 翼 １ １ と 第 二 回 転 翼 １ ２ の 間 に 粉 砕 領 域
が 形 成 さ れ て い る 。
　 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ に は 、 シ ャ フ ト １ ６ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 原 料 を 投 入 す る 原 料 投
入 部 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ の 後 端 部 か ら 後 方 に 向 け て 径
が 漸 減 す る テ ー パ ー 壁 １ ９ 、 テ ー パ ー 壁 １ ９ の 後 端 に シ ャ フ ト １ ６ に 対 し て 垂 直 な 垂 壁 ２
０ が 設 け ら れ て お り セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ の 第 一 回 転 翼 １ １ か ら 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３
の 垂 壁 ２ ０ ま で の 間 に 亙 っ て 旋 回 領 域 が 形 成 さ れ て い る 。 テ ー パ ー 壁 １ ９ に は 原 料 供 給 口
２ １ が 開 口 し て お り 、 旋 回 領 域 の 後 部 の テ ー パ ー 状 の 部 分 が 、 原 料 を 原 料 供 給 口 ２ １ か ら
第 一 回 転 翼 １ １ 側 へ 円 滑 に 導 入 す る た め の 導 入 部 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ は 、 前 方 に 向 け て 径 が 漸 減 す る テ ー パ ー 壁 ２ ２ を 有 し て お り 、 前
端 部 に は 排 出 口 ２ ３ が 開 口 し て い る 。 こ の 排 出 口 ２ ３ に は 、 吸 引 管 を 介 し て 吸 引 フ ァ ン が
接 続 さ れ る 。
　 第 一 回 転 翼 １ １ と 第 二 回 転 翼 １ ２ は 、 ボ ス ２ ５ 、 ２ ６ の 周 囲 に 複 数 個 の 羽 根 ２ ７ 、 ２ ８
が 放 射 状 に 設 け ら れ て お り 、 シ ャ フ ト １ ６ の 回 転 に よ っ て 回 転 し ケ ー シ ン グ １ ０ 内 に 旋 回
す る 気 流 を 生 じ さ せ る 。 な お 、 第 一 回 転 翼 １ １ の 羽 根 ２ ７ は 、 原 料 を 旋 回 領 域 か ら 粉 砕 領
域 へ 導 入 し や す く す る た め に 、 旋 回 の み で な く 前 方 へ の 推 力 も 与 え る 気 流 を 生 じ さ せ る 形
状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 二 回 転 翼 １ ２ に は 、 羽 根 ２ ８ の 先 端 部 に 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ の テ ー パ ー 壁 ２ ２ に 対
向 す る 傾 斜 面 ２ ９ が 設 け ら れ て お り 、 第 二 回 転 翼 １ ２ と 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ と の 間 お よ
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び そ の 前 方 の テ ー パ ー 壁 ２ ２ に 沿 っ て 分 級 領 域 が 形 成 さ れ て い る 。
　 原 料 投 入 部 １ ８ か ら 投 入 さ れ た 原 料 は 、 原 料 供 給 口 ２ １ を 通 っ て 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３
の 旋 回 領 域 内 に 入 り 、 旋 回 領 域 で 旋 回 す る 気 流 に よ っ て 旋 回 し 、 遠 心 力 に よ り 半 径 方 向 外
側 に 向 か う 流 れ が 与 え ら れ て 、 原 料 の 密 度 は 中 心 部 が 低 く 外 周 部 が 高 く な る 。 ま た 、 吸 引
フ ァ ン に よ っ て 排 出 口 ２ ３ 側 へ 吸 引 さ れ 、 旋 回 領 域 と 粉 砕 領 域 と の 間 に は 差 圧 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 差 圧 と 第 一 回 転 翼 １ １ で 生 じ る 気 流 の 前 方 へ の 推 力 に よ っ て 、 旋 回 領 域 内 の 原 料 は
テ ー パ ー 壁 １ ９ に 沿 っ て 徐 々 に 導 入 部 か ら 第 一 回 転 翼 １ １ 側 に 向 か っ て 移 動 す る 。 旋 回 す
る 原 料 の 周 速 は 原 料 供 給 口 ２ １ か ら 第 一 回 転 翼 １ １ 側 に 向 か っ て 徐 々 に 大 き く な り 、 第 一
回 転 翼 １ １ 付 近 で は 周 速 は 粉 砕 領 域 の 周 速 と 略 等 し く な る 。
　 旋 回 す る 原 料 は 、 旋 回 領 域 で あ る 程 度 滞 留 し た の ち 差 圧 に よ り 第 一 回 転 翼 １ １ の 羽 根 ２
７ の 間 を 通 っ て 粉 砕 領 域 に 入 り 、 気 流 に よ っ て 旋 回 す る 。 こ こ で 原 料 は 粒 子 径 の 大 き な も
の 程 大 き い 遠 心 力 が 作 用 し て 周 速 の 速 い 半 径 方 向 外 周 側 に 集 ま り 、 主 と し て 粒 子 同 士 の 摩
砕 に よ り 、 ま た 粒 子 同 士 の 衝 突 に よ る 破 砕 も 生 じ て 粉 砕 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 粉 砕 さ れ た 原 料 の な か で 粒 子 径 が 小 さ く 質 量 の 小 さ い 粒 子 ほ ど 圧 力 の 低 い 第 二 回
転 翼 １ ２ の 回 転 中 心 近 傍 に 集 ま り 、 吸 引 フ ァ ン で 吸 引 さ れ て 排 出 口 ２ ３ か ら 空 気 と と も に
排 出 さ れ 後 段 の 捕 集 手 段 に よ り 粉 砕 製 品 と し て 捕 集 さ れ る 。 粒 子 径 が 大 き く 質 量 の 大 き い
粒 子 は 、 吸 引 さ れ た 空 気 に 随 伴 せ ず 、 テ ー パ ー 壁 ２ ２ に 沿 っ た 分 級 領 域 の 外 周 部 に 生 じ る
後 方 へ の 戻 り 気 流 に よ っ て 粉 砕 領 域 に 戻 る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 気 流 式 微 粉 砕 機 で は 、 原 料 は 、 原 料 供 給 口 ２ １ を 通 っ て 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ の 旋
回 領 域 内 に 入 り 、 旋 回 領 域 で 旋 回 す る 気 流 に よ っ て 旋 回 し 、 原 料 の 分 布 は 遠 心 力 に よ り 投
入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ の 半 径 方 向 外 周 側 が 密 に な る 。 原 料 を 前 方 へ 移 動 さ せ る 推 力 は 、 第 一
回 転 翼 １ １ か ら 遠 い た め 原 料 供 給 口 ２ １ で は 小 さ い 。
　 こ の た め 、 例 え ば 、 大 豆 の よ う な 油 分 を 含 有 す る 原 料 を 粉 砕 す る 場 合 に は 、 図 ４ に 示 す
よ う に 、 テ ー パ ー 壁 １ ９ に 開 口 し た 原 料 供 給 口 ２ １ の 旋 回 気 流 と 対 向 す る 側 の エ ッ ジ 部 ３
０ に 粉 砕 半 ば の 原 料 Ｍ ｓ （ 以 下 、 原 料 Ｍ ｓ と す る ） が 付 着 し 堆 積 す る 現 象 が 発 生 す る 。 原
料 Ｍ ｓ が 堆 積 し 成 長 す る と 、 原 料 の 供 給 が 阻 害 さ れ 円 滑 に 旋 回 気 流 を 発 生 さ せ る こ と が で
き な く な り 、 気 流 式 微 粉 砕 機 は 安 定 し た 破 砕 が 行 え な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ １ ３ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 気 流 式 微 粉 砕 機 に お け る 上 記 問 題 を 解 決 す る も の で あ っ て 、 テ ー パ ー
壁 に 開 口 し た 原 料 供 給 口 の 旋 回 気 流 と 対 向 し 原 料 が 堆 積 す る 側 の エ ッ ジ 部 （ 原 料 堆 積 側 エ
ッ ジ 部 ） に 粉 砕 半 ば の 原 料 が 堆 積 し 成 長 す る の を 防 止 す る 気 流 式 微 粉 砕 機 の 原 料 投 入 部 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 ケ ー シ ン グ 内 に 第 一 回 転 翼 と 第 二 回 転 翼 と を 所 定 距 離 互 い に 離 隔 し て 設 け
、 ケ ー シ ン グ 内 の 第 一 回 転 翼 の 後 方 に 旋 回 領 域 、 第 一 回 転 翼 と 第 二 回 転 翼 と の 間 に 粉 砕 領
域 を 形 成 し 、 ケ ー シ ン グ に 粉 砕 領 域 か ら 前 方 に 向 け て 径 が 漸 減 す る テ ー パ ー 壁 を 設 け 、 第
二 回 転 翼 に テ ー パ ー 壁 に 対 向 す る 傾 斜 面 を 設 け て テ ー パ ー 壁 と 傾 斜 面 と の 間 に 分 級 隙 間 を
形 成 し 、 原 料 投 入 部 か ら 投 入 さ れ る 原 料 を 第 一 回 転 翼 及 び 第 二 回 転 翼 の 回 転 で 発 生 さ せ る
旋 回 気 流 に よ り 微 粉 砕 す る 気 流 式 微 粉 砕 機 に お い て 、 原 料 投 入 部 を 前 記 ケ ー シ ン グ の 旋 回
領 域 の 後 部 に 開 口 す る 原 料 供 給 口 の 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 に 向 け て 原 料 を 投 入 す る よ う 構 成
す る こ と に よ り 上 記 課 題 を 解 決 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 気 流 式 微 粉 砕 機 の 原 料 投 入 部 で は 、 原 料 が 原 料 供 給 口 の 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 に
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向 け て 投 入 さ れ る の で 、 投 入 さ れ た 原 料 が 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 に 堆 積 し た 原 料 と 衝 突 し 、
原 料 の 堆 積 を 破 壊 し て 成 長 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 原 料 供 給 口 の 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 を 曲 面 と す る こ と で 、 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 へ 原
料 が 堆 積 し 難 く な り 、 原 料 の 堆 積 の 破 壊 が よ り 容 易 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 気 流 式 微 粉 砕 機 の 原 料 投 入 部 で は 、 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 に 堆 積 し た 原 料 を 破 壊
し て 成 長 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 気 流 式 微 粉 砕 機 の 原 料 投 入 部 の 垂 直 断 面 図 で あ る 。
　 気 流 式 微 粉 砕 機 の 構 成 は 、 基 本 的 に は 図 ３ に 示 す も の と 同 様 で あ る 。 即 ち 、 ケ ー シ ン グ
１ ０ が 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ と 、 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ と 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ と で 構
成 さ れ て お り 、 こ の ケ ー シ ン グ １ ０ の 内 部 に は 、 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ を 貫 通 す る シ ャ フ
ト １ ６ の 前 端 （ 図 ３ 上 、 左 端 ） に 、 第 一 回 転 翼 １ １ と 第 二 回 転 翼 １ ２ と が 所 定 距 離 互 い に
離 隔 し た 状 態 で 取 付 け ら れ て い る 。 シ ャ フ ト １ ６ は フ レ ー ム １ ７ に よ り ベ ア リ ン グ （ 図 示
略 ） を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 シ ャ フ ト １ ６ の 後 端 に は モ ー タ （ 図 示 略 ） が 設
け ら れ 、 シ ャ フ ト １ ６ に 回 転 を 与 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３ に は 、 シ ャ フ ト １ ６ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 原 料 を 投 入 す る 原 料 投
入 部 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ の 後 端 部 か ら 後 方 に 向 け て 径
が 漸 減 す る テ ー パ ー 壁 １ ９ 、 テ ー パ ー 壁 １ ９ の 後 端 に シ ャ フ ト １ ６ に 対 し て 垂 直 な 垂 壁 ２
０ が 設 け ら れ て お り セ ン タ ー ケ ー シ ン グ １ ４ の 第 一 回 転 翼 １ １ か ら 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３
の 垂 壁 ２ ０ ま で の 間 に 亙 っ て 旋 回 領 域 が 形 成 さ れ て い る 。 テ ー パ ー 壁 １ ９ に は 原 料 供 給 口
２ １ が 開 口 し て お り 、 旋 回 領 域 の 後 部 の テ ー パ ー 状 の 部 分 が 、 原 料 を 原 料 供 給 口 ２ １ か ら
第 一 回 転 翼 １ １ 側 へ 円 滑 に 導 入 す る た め の 導 入 部 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ は 、 前 方 に 向 け て 径 が 漸 減 す る テ ー パ ー 壁 ２ ２ を 有 し て お り 、 前
端 部 に は 排 出 口 ２ ３ が 開 口 し て い る 。 こ の 排 出 口 ２ ３ に は 、 吸 引 管 を 介 し て 吸 引 フ ァ ン が
接 続 さ れ る 。
　 第 一 回 転 翼 １ １ と 第 二 回 転 翼 １ ２ は 、 ボ ス ２ ５ 、 ２ ６ の 周 囲 に 複 数 個 の 羽 根 ２ ７ 、 ２ ８
が 放 射 状 に 設 け ら れ て お り 、 シ ャ フ ト １ ６ の 回 転 に よ っ て 回 転 し ケ ー シ ン グ １ ０ 内 に 旋 回
す る 気 流 を 生 じ さ せ る 。 な お 、 第 一 回 転 翼 １ １ の 羽 根 ２ ７ は 、 原 料 を 旋 回 領 域 か ら 粉 砕 領
域 へ 導 入 し や す く す る た め に 、 旋 回 の み で な く 前 方 へ の 推 力 も 与 え る 気 流 を 生 じ さ せ る 形
状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 二 回 転 翼 １ ２ に は 、 羽 根 ２ ８ の 先 端 部 に 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ の テ ー パ ー 壁 ２ ２ に 対
向 す る 傾 斜 面 ２ ９ が 設 け ら れ て お り 、 第 二 回 転 翼 １ ２ と 排 出 側 ケ ー シ ン グ １ ５ と の 間 お よ
び そ の 前 方 の テ ー パ ー 壁 ２ ２ に 沿 っ て に 分 級 領 域 が 形 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 原 料 供 給 口 ２ １ と 第 一 回 転 翼 １ １ の 間 や 、 第 一 回 転 翼 １ １ と 第 二 回 転 翼 １ ２ と の
間 に は 、 必 要 に 応 じ て 補 助 的 な 回 転 翼 を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
　 原 料 投 入 部 １ ８ か ら 投 入 さ れ た 原 料 は 、 原 料 供 給 口 ２ １ を 通 っ て 投 入 側 ケ ー シ ン グ １ ３
の 旋 回 領 域 内 に 入 り 、 旋 回 領 域 で 旋 回 す る 気 流 に よ っ て 旋 回 し 、 遠 心 力 に よ り 半 径 方 向 外
側 に 向 か う 流 れ が 与 え ら れ て 、 原 料 の 密 度 は 中 心 部 が 低 く 外 周 部 が 高 く な る 。 ま た 、 吸 引
フ ァ ン に よ っ て 排 出 口 ２ ３ 側 へ 吸 引 さ れ 、 導 入 領 域 と 旋 回 領 域 と 粉 砕 領 域 と の 間 に は 差 圧
が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 差 圧 と 第 一 回 転 翼 １ １ で 生 じ る 気 流 の 前 方 へ の 推 力 に よ っ て 、 旋 回 領 域 内 の 原 料 は
テ ー パ ー 壁 １ ９ に 沿 っ て 徐 々 に 導 入 部 か ら 第 一 回 転 翼 １ １ 側 に 向 か っ て 移 動 す る 。 旋 回 す
る 原 料 の 周 速 は 原 料 投 入 口 ２ １ か ら 第 一 回 転 翼 １ １ 側 に 向 か っ て 徐 々 に 大 き く な り 、 第 一
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回 転 翼 １ １ 付 近 で は 周 速 は 粉 砕 領 域 の 周 速 と 略 等 し く な る 。
　 旋 回 す る 原 料 は 、 旋 回 領 域 で あ る 程 度 滞 留 し た の ち 差 圧 に よ り 第 一 回 転 翼 １ １ の 羽 根 ２
７ の 間 を 通 っ て 粉 砕 領 域 に 入 り 、 気 流 に よ っ て 旋 回 す る 。 こ こ で 原 料 は 粒 子 径 の 大 き な も
の 程 大 き い 遠 心 力 が 作 用 し て 周 速 の 速 い 半 径 方 向 外 周 側 に 集 ま り 、 主 と し て 粒 子 同 士 の 摩
砕 に よ り 、 ま た 粒 子 同 士 の 衝 突 に よ る 破 砕 も 生 じ て 粉 砕 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の と き 、 第 二 回 転 翼 １ ２ は 、 粉 砕 領 域 の 原 料 の 分 級 領 域 へ の 移 動 を ブ ロ ッ ク す る 。 こ
の ブ ロ ッ ク 作 用 は 、 第 二 回 転 翼 １ ２ の 表 面 に 形 成 さ れ る 気 流 の カ ー テ ン に よ っ て 発 生 す る
の で 、 粉 砕 は 粒 子 同 士 の 同 体 粉 砕 作 用 に よ っ て 行 わ れ 、 原 料 に 熱 変 性 は 生 じ な い 。
　 ま た 、 粉 砕 さ れ た 原 料 の な か で 粒 子 径 が 小 さ く 質 量 の 小 さ い 粒 子 ほ ど 圧 力 の 低 い 第 二 回
転 翼 １ ２ の 回 転 中 心 近 傍 に 集 ま り 、 吸 引 フ ァ ン で 吸 引 さ れ て 排 出 口 ２ ３ か ら 空 気 と と も に
排 出 さ れ 後 段 の 捕 集 手 段 に よ り 粉 砕 製 品 と し て 捕 集 さ れ る 。 粒 子 径 が 大 き く 質 量 の 大 き い
粒 子 は 、 吸 引 さ れ た 空 気 に 随 伴 せ ず 、 テ ー パ ー 壁 ２ ２ に 沿 っ た 分 級 領 域 の 外 周 部 に 生 じ る
後 方 へ の 戻 り 気 流 に よ っ て 粉 砕 領 域 に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 テ ー パ ー 壁 １ ９ に 開 口 し た 原 料 供 給 口 ２ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 図 上 時 計 方
向 に 旋 回 す る 旋 回 気 流 と 対 向 す る 図 上 右 側 の エ ッ ジ 部 が 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 ３ １ と な っ て
お り 、 原 料 投 入 部 １ ８ の 上 端 に は 、 そ の 全 幅 よ り 幅 を 狭 く し た 原 料 投 入 口 ３ ２ が 原 料 供 給
口 ２ １ の 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 ３ １ の 真 上 付 近 に 位 置 す る よ う 右 側 に 偏 倚 し て 設 け ら れ て い
る 。 原 料 投 入 部 １ ８ の 上 端 の 原 料 投 入 口 ３ ２ 以 外 の 部 分 に は 、 空 気 を 吸 入 す る た め の メ ッ
シ ュ ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 原 料 投 入 口 ３ ２ が 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 ３ １ の 真 上 付 近 に 位 置 し て い る た め
、 原 料 投 入 口 ３ ２ か ら 投 入 さ れ る 原 料 Ｍ は 、 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 ３ １ に 向 け て 投 入 さ れ 、
投 入 さ れ た 原 料 Ｍ が 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 ３ １ に 堆 積 し た 粉 砕 半 ば の 原 料 Ｍ ｓ （ 以 下 、 原 料
Ｍ ｓ と す る ） と 衝 突 し 、 原 料 Ｍ ｓ の 堆 積 を 破 壊 し て 成 長 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
　 原 料 投 入 部 １ ８ の 上 端 の 原 料 投 入 口 ３ ２ 以 外 の 部 分 は メ ッ シ ュ 構 造 と な っ て い る た め 、
原 料 投 入 口 ３ ２ の 幅 が 狭 く て も 、 ケ ー シ ン グ １ ０ 内 部 の 気 流 の 形 成 に 十 分 な 量 の 空 気 を 吸
入 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ケ ー シ ン グ １ ０ 内 部 が 吸 引 フ ァ ン に よ っ て 極 度 の 負 圧 状 態 と な
っ て 良 好 な 気 流 の 発 生 が 阻 害 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の た め 、 大 豆 の よ う な 油 分 を 含 有 す る 原 料 を 粉 砕 す る 場 合 で も 、 原 料 Ｍ ｓ が 堆 積 し 成
長 す る こ と は な く 、 原 料 Ｍ を 常 に 適 切 に 供 給 し 、 円 滑 に 旋 回 気 流 を 発 生 さ せ る こ と が で き
る 。 従 っ て 、 気 流 式 微 粉 砕 機 に よ る 破 砕 を 安 定 し て 行 う こ と が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 原 料 供 給 口 ２ １ の 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 ３ １ を 曲 面 と す る と 、
原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 ３ １ に は 原 料 Ｍ ｓ が 堆 積 し 難 く な り 、 原 料 Ｍ ｓ の 堆 積 の 破 壊 が よ り 容
易 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 気 流 式 微 粉 砕 機 の 原 料 投 入 部 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部 を 曲 面 と し た 例 を 示 す 気 流 式 微 粉 砕 機 の 原 料 投 入 部 の 横 断 面
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 気 流 式 微 粉 砕 機 の 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 気 流 式 微 粉 砕 機 の 原 料 投 入 部 の 構 成 を 示 す 図 ３ の Ａ － Ａ 線 横 断 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１ ０ 　 　 ケ ー シ ン グ
１ １ 　 　 第 一 回 転 翼
１ ２ 　 　 第 二 回 転 翼
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１ ３ 　 　 投 入 側 ケ ー シ ン グ
１ ４ 　 　 セ ン タ ー ケ ー シ ン グ
１ ５ 　 　 排 出 側 ケ ー シ ン グ
１ ６ 　 　 シ ャ フ ト
１ ７ 　 　 フ レ ー ム
１ ８ 　 　 原 料 投 入 部
１ ９ 　 　 テ ー パ ー 壁
２ ０ 　 　 垂 壁
２ １ 　 　 原 料 供 給 口
２ ２ 　 　 テ ー パ ー 壁
２ ３ 　 　 排 出 口
２ ５ 、 ２ ６ 　 　 ボ ス
２ ７ 、 ２ ８ 　 　 羽 根
２ ９ 　 　 傾 斜 面
３ １ 　 　 原 料 堆 積 側 エ ッ ジ 部
３ ２ 　 　 原 料 投 入 口
３ ５ 　 　 メ ッ シ ュ
Ｍ 　 　 　 原 料
Ｍ ｓ 　 　 原 料
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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